
　

北
海
道
空
知
郡
南
富
良
野
町
―
。

「
自
然
は
豊
か
だ
が
何
も
な
い
！
」と
言

わ
れ
る
こ
の
町
に
、
地
域
活
性
化
の
た

め
カ
ジ
ノ
を
誘
致
し
よ
う
と
、
20
年

程
前
か
ら
カ
ジ
ノ
の
海
外
視
察
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

南
富
良
野
町
は
、
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ

る
富
良
野
・
佐
幌（
さ
ほ
ろ
）・
苫
鵡（
と

ま
む
）と
い
う
、
通
称「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」（
三
地
点
を
結
ぶ
と

三
角
形
に
な
る
の
で
、
私
は
そ
う
呼
ん

で
い
る
の
で
す
が
…
…
）の
中
に
位
置

し
ま
す
。
そ
ん
な
南
富
良
野
に
カ
ジ
ノ

が
あ
れ
ば
、
各
観
光
地
か
ら
の
客
足
が

こ
の
町
に
向
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

　

最
初
の
視
察
は
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

18
年
前
。
時
は
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
、
円

高
を
有
効
利
用
し
て
仲
間
５
人
で
出
掛

け
ま
し
た
。
訪
れ
た
場
所
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
。
カ
ジ

ノ
や
周
辺
ホ
テ
ル
の
立
地
調
査
等
を
終

え
た
後
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
に
挑

み
ま
し
た
。
結
果
か
ら
言
い
ま
す
と
、

初
挑
戦
に
し
て
な
か
な
か
の
勝
利
。

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
イ
！
」

と
、
現
地
の
人
か
ら
喝
采
を
浴
び
ま

し
た
。

　

も
と
も
と
パ
チ
ン
コ
な
ど
は
好
き
で

し
た
が
、
初
め
て
訪
れ
た
カ
ジ
ノ
に
す
っ

か
り
魅
了
さ
れ
、
そ
の
後
も
韓
国
や
ス

イ
ス
な
ど
積
極
的
に
視
察
し
ま
し
た
。

各
地
で
特
徴
あ
る
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
や

建
物
の
ネ
オ
ン
の
違
い
な
ど
、
興
味
深

く
見
て
廻
り
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
ニ
セ
コ
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
の
ス
キ
ー
客
が
多
数
訪
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

開
催
年
で
す
。
北
海
道
が
国
際
化
の
波

に
乗
り
、
さ
ら
に
カ
ジ
ノ
合
法
化
も
検

討
さ
れ
て
い
る
今
、
南
富
良
野
へ
の
カ

ジ
ノ
誘
致
に
ま
す
ま
す
熱
が
込
め
ら
れ

ま
す
。

1
9
5
6
年
、北
海
道
南
富
良
野
町
生
ま
れ
。近
畿
大

学
卒
業
後
、南
富
良
野
町
に
戻
り
２７
歳
で
町
営
ホ
テ
ル

の
オ
ー
ナ
ー
に
。自
称『
過
疎
地
人（
カ
ソ
チ
ス
ト
）』。現

在
、映
画「
ぽ
っ
ぽ
や
」で
舞
台
と
な
っ
た
幾
寅
駅
の
前
で
、

旅
館
・レ
ス
ト
ラ
ン「
な
ん
ぷ
て
い
」を
営
む
。そ
の
傍
ら
、

南
富
良
野
町
に
カ
ジ
ノ
の
誘
致
に
思
い
を
巡
ら
し
活
動

し
て
い
る
。

ア
ル
ゼ
株
式
会
社
に
勤
務
す

る
あ
る
ぜ
君
は
、
好
奇
心
旺

盛
で
向
上
心
も
人
一
倍
。
そ
ん

な
あ
る
ぜ
君
は
、
ホ
テ
ル「
な

ん
ぷ
て
い
」オ
ー
ナ
ー
の
川
村

勝
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

川
村
勝
彦

ホ
テ
ル「
な
ん
ぷ
て
い
」オ
ー
ナ
ー

南
富
良
野
に

カ
ジ
ノ
を
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